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「認知症の人は何もわからない」は

間違いです。認知症かもしれないと悲

しんでいるのは本人です。周囲の人が、

認知症の人の障害を理解し、その人ができ

ない部分を補う「杖」となれば、自分でや

れることも増え、おだやかに暮らしてい

くことができます。偏見という心のバ

リアをなくし、1人でも多くの「人

懸.‐ 間杖」を増やしていくこと

が重要です。

病気として理解する

脳は、私たちの活動をコントロール

している司令塔です。脳がうまくは

たらかないと、精神や身体の活動もス

ムーズに運ばなくなります。認知症と

は、脳の細胞が死んだり、働きが悪く

なったりして障害がおこり、生活に支

障が出ている状態をいいます。認

知症は、だれでもなる可能性が

ある病気です。

覇口のわた しのたのだから 0。・…

矢圏 サポーターに

認知症サポーターになる

「サポーター養成講座」を受講した人

が「認知症サポータ刊となり、「認知

1症の人を支援します」という意思を

示す目印の [オレンジリング]が渡

されます。

※「サポーター養成講座」は市町村が在住

(も しくは在勤、在学)している市民を対

象に実施しており、自治体で養成され

た「キャラバン メイトJが講師役

をつとめます。

なにか特別なことをする人ではあり

ません。認知症について正しく理解し、偏

見をもたず、認知症の人や家族を温かく見守

る応援者として、自分のできる範囲で活動し

ます。自分自身の問題と認識し、友人や家族

に学んだ知識を伝えること、認知症の人

やその家族の気持ちを理解しようと

努めることもサポーターの

認知症サポーター養成講座問い合わせ先

☆ 高石市地域包括支援センター ☆

(社会福祉法人高石市社会福祉協議会)

〒592-0011 高石市加茂 4-1-1 市役所別館 1階

丁EL:072-265-1313 FA× :072-265-7716
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